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（『建築と社会』昭和12年1月号掲載）

当時の小阪町営住宅の町並

当時の小阪町営住宅の町並
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の
住
宅
経
営
を
指
す
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
説
に
よ
る
と
小
阪
町
の
計
画
は
も
っ

と
も
小
さ
い
単
位
の
住
宅
地
経
営
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

中
村
寛
は
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
東
京
大
学
建
築
学
科
を
出
て
、
内
務
省

社
会
局
技
師
と
し
て
、
関
東
大
震
災
後
の
住
宅
復
興
に
深
く
関
わ
っ
た
人
物
で
、

財
団
法
人
同
潤
会
が
手
が
け
た
多
く
の
住
宅
地
計
画
や
住
宅
設
計
は
、
彼
の
影
響

下
に
あ
っ
た
。

住
宅
地
を
経
営
す
る
に
当
っ
て
は
、
そ
の
住
宅
地
の
立
地
条
件
を
詳
し
く
調
べ
、

そ
の
条
件
を
満
し
て
始
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
条
件
と
は
、
例
え
ば

地
形
、
方
位
、
道
路
、
排
水
、
上
下
水
道
、
電
力
、
瓦
斯
、
交
通
機
関
、
周
辺
の

都
市
施
設
（
小
学
校
、
公
園
、
緑
地
、
市
場
、
広
場
な
ど
）
な
ど
の
整
備
状
況
や

将
来
の
見
通
し
を
含
め
総
合
し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸

点
に
つ
い
て
、
小
阪
は
ま
ず
恵
ま
れ
た
環
境
に
位
置
し
て
い
た
。
小
阪
町
は
大
阪

市
か
ら
離
れ
る
こ
と
東
南
約
四
キ
ロ
で
、
大
阪
電
気
軌
道
奈
良
線
（
現
在
の
近
鉄
）

が
近
隣
を
東
西
に
走
り
、
人
口
も
急
激
に
増
加
す
る
す
う
勢
に
あ
っ
た
。
即
ち
昭

和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
国
勢
調
査
で
人
口
九
、
八
〇
三
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、

昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
に
は
一
三
、
五
一
八
人
と
な
り
、
五
年
間
に
約
三
割

八
分
の
増
加
を
示
し
て
い
た
。

小
阪
町
営
一
団
地
住
宅
の
概
要

別
名
　
″
東
翠
園
住
宅
″
の
概
要

位
置
　
大
阪
府
東
大
阪
市
下
小
阪
三
丁
目
、
下
小
阪
四
丁
目
、
中
小
阪
二
丁

目
、
五
丁
目

面
積
　
一
四
、
三
〇
〇
平
万
米
（
約
四
、
三
三
〇
坪
）

建
設
住
宅
の
規
模
、
構
造

木
造
二
階
建
　
五
〇
棟
　
総
建
坪
一
、
〇
四
三
坪
八
〇

内
譯

合
計
建
坪

第
一
号
住
宅
　
一
〇
棟

二
四
三
坪
七
〇

第
二
号
住
宅
　
一
五
棟

三
〇
八
坪
九
三

第
三
号
住
宅
　
二
五
棟

四
九
一
坪
一
七

経
営
の
方
法
・
方
針

一
定
の
条
件
に
基
づ
い
て
月
賦
に
て
分
譲

土
地
・
建
築
費
の
約
一
割
を
前
納

管
理
費
、
公
租
、
公
課
の
合
計
額
を
一
五
年
以
内
に
毎
月
分
納
し
、
完
納

時
に
所
有
権
の
譲
渡
財
源
は
町
債
、
大
阪
府
の
土
地
区
劃
整
理
に
対
す
る

補
助
金
な
ど
を
当
て
る

住
宅
設
計
方
針

住
宅
の
設
計
方
針
と
し
て

対
象
は
一
般
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
、
そ
の
種
類
は
三
種
と
す
る
。

種
別

敷
地
面
積

建
築
面
積

延
床
面
積

第
一
号

八
〇
坪
内
外

二
四
坪
余

三
三
坪
内
外

第
二
号

六
三
坪
内
外

二
〇
坪
余

二
九
坪
余

第
三
号

五
〇
坪
内
外

二
〇
坪
余

二
五
坪
余

こ
れ
を
敷
地
の
都
合
に
合
わ
せ
て
一
一
種
に
分
け
て
配
置
し
、
和
風
の
系
列
、
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洋
風
の
系
列
と
し
て
混
乱
し
な
い
よ
う
に
上
手
く
使
い
わ
け
て
配
置
し
て
い
る
。

設
計
者
の
言
を
か
り
る
と
「
耐
震
、
通
風
、
採
光
、
保
温
等
の
保
安
衛
生
上
の
考

慮
を
な
す
は
勿
論
、
住
宅
は
居
住
者
の
使
用
上
便
利
で
あ
る
と
云
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
又
精
神
的
要
求
に
対
し
て
趣
味
あ
る
も
の
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。」
と
し
、

さ
ら
に
“
壁
体
の
色
合
、
屋
根
瓦
の
色
合
い
に
つ
い
て
も
変
化
を
も
た
せ
る
こ
と

と
し
た
”
と
記
し
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
こ
の
住
宅
は
一
一
種
類
に
及
ぶ
異
な
っ
た
タ
イ
プ
が
用
い
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
応
募
者
の
多
用
な
好
み
に
応
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
五
〇
棟

の
住
宅
の
う
ち
、
洋
風
三
三
棟
、
和
風
は
一
七
棟
で
あ
っ
た
。
洋
風
を
多
く
し
て

あ
る
の
は
、
当
時
流
行
の
文
化
住
宅
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

施
工
者

大
　
林
　
組

施
工
期
間昭

和
一
〇
年
〜
昭
和
一
一
年

事
業
の
執
行

都
市
計
画
法
や
第
一
二
条
に
よ
る
土
地
区
劃
整
理
の
手
法
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る

設
計
概
要

本
地
区
は
現
在
農
耕
地
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
住
宅
地
と
し
て
構
成
す
る
関
係
上

こ
れ
に
〇
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
及
至
〇
・
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
盛
土
と
し
、
本
地
区
の

東
寄
を
南
北
に
通
ず
る
都
市
計
画
予
定
路
線
（
府

道
八
尾
稲
田
線
）
及
前
掲
の

東
西
に
通
ず
る
小
阪
都
市
計
画
予
定
路
線
を
基
準
と
し
て
適
当
に
道
路
を
新
設
改

修
し
た
上
、
奥
行
一
五
メ
ー
ト
ル
乃
至
一
三
メ
ー
ト
ル
、
間
口
一
二
メ
ー
ト
ル
乃

至
一
九
メ
ー
ト
ル
と
す
る
五
〇
筆
の
宅
地
に
分
割
し
、
下
水
道
を
配
備
し
て
住
宅

地
に
適
応
せ
し
む
る
方
針
と
し
て
い
る
。

ま
た
敷
地
面
積
と
建
築
面
積
と
の
比
較
で
殆
ん
ど
の
敷
地
が
、
三
〇
％
で
あ
り
、

多
く
て
も
三
八
％
ど
ま
り
と
し
て
、
良
好
な
環
境
維
持
に
配
慮
し
て
い
る
こ
と
が

伺
え
る
。

加
藤
善
吉
に
つ
い
て

こ
の
計
画
の
実
現
に
至
る
ま
で
に
は
、
小
阪
町
を
は
じ
め
数
多
く
の
関
係
者
の

存
在
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
重
要
な
役
割
り
を
果
し
た
の
は
加
藤
善

吉
で
あ
っ
た
。
加
藤
善
吉
に
つ
い
て
は
今
日
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
活

躍
は
都
市
計
画
行
政
や
建
築
家
と
し
て
多
岐
に
渡
っ
て
い
た
。
彼
の
経
歴
に
つ
い

て
は
そ
の
す
べ
て
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事

項
に
つ
い
て
述
べ
る
と
。

加
藤
善
吉
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
東
京
工
科
学
校
（
現
日
本
工
業
大
学
）

を
卒
業
し
、
民
間
企
業
を
経
て
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
青
島
守
備
軍
民
政
部

に
赴
任
し
て
い
る
。
青
島
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
に
よ
り
日
本
軍
に
占
領
さ

れ
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
一
八
九
八
年
よ
り
ド
イ
ツ
が
中
国
よ
り
租
借
し
、
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
一
大
拠
点
と
し
て
、
国
家
の
威
信
を
か
け
て
建
設
し
た
新
興
都
市

で
あ
り
、
そ
の
都
市
計
画
・
イ
ン
フ
ラ
・
建
築
は
、
ド
イ
ツ
の
最
新
の
技
術
と
様

式
美
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
青
島
で
の
体
験
は
、
彼
を
し
て
都
市
計
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画
の
重
要
性
を
深
く
認
識
す
る
原
点
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
彼

は
青
島
在
任
中
青
島
市
場
、
青
島
高
等
女
学
校
宿
舎
、
青
島
病
院
分
院
な
ど
の
設

計
監
督
に
従
事
し
て
い
る
。
余
談
と
も
な
る
が
こ
の
青
島
を
日
本
が
一
時
的
に
統

治
し
た
こ
と
は
、
日
本
の
建
築
界
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
、
そ
の
見
事
な
都

市
計
画
と
、
本
格
的
な
建
築
物
の
建
造
、
ド
イ
ツ
で
流
行
し
て
い
た
セ
ゼ
ッ
シ
ョ

ン
様
式
の
横
溢
な
ど
。
大
正
期
の
日
本
の
建
築
界
に
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
与

え
る
も
の
が
あ
っ
た
。
の
ち
に
関
西
の
建
築
界
に
活
躍
の
場
を
も
つ
園
部
文
雄

（
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
東
大
建
築
学
科
卒
）
は
、
青
島
守
備
軍
経
理
部
技
師
と

し
て
赴
任
し
、
い
ち
早
く
“
青
島
の
市
街
建
築
”
と
題
し
て
、
青
島
の
都
市
計
画
、

建
築
法
制
を
調
査
し
て
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
五
回
に
渡
っ
て
日
本
建
築
学

会
機
関
誌
『
建
築
雑
誌
』
に
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
宮
本
長
治
（
明

治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
東
大
卒
）
は
、
青
島
軍
政
署
技
師
か
ら
兵
庫
県
営
繕
課

長
、
中
村
琢
治
郎
（
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
東
大
卒
）
は
、
や
は
り
青
島
に

赴
任
し
た
の
ち
、
大
阪
府
営
繕
課
長
と
し
て
、
一
時
期
関
西
に
在
っ
た
。

加
藤
は
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
八
月
青
島
を
中
国
に
還
付
す
る
に
先
立
っ

て
大
阪
府
に
移
り
、
都
市
計
画
大
阪
地
方
委
員
会
技
手
と
し
て
勤
務
し
た
。
翌
一

一
年
（
一
九
二
二
）
た
ま
た
ま
大
阪
府
庁
舎
の
懸
賞
設
計
が
あ
り
、
こ
れ
に
応
募

し
て
、
三
等
一
席
の
賞
を
得
て
い
る
。
ま
た
こ
の
年
日
本
建
築
協
会
に
普
通
賛
助

員
と
し
て
入
会
、
日
本
建
築
学
会
に
は
、
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
准
員
か
ら

正
員
と
な
っ
て
い
る
。
彼
も
ま
た
同
一
二
年
に
建
築
協
会
の
機
関
誌
“
建
築
と
社

会
”
に
“
青
島
の
住
宅
”
と
題
し
た
一
文
を
寄
せ
、（
大
正
十
二
年
六
月
号
）
単
な

る
旅
行
者
と
し
て
の
目
で
な
く
、
青
島
の
住
宅
を
分
類
考
察
し
て
い
る
。

加
藤
は
ま
た
文
筆
活
動
も
盛
ん
に
行
な
い
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
日
本
建

築
協
会
主
催
の
“
将
来
の
日
本
の
住
居
”
と
題
し
た
懸
賞
論
文
に
応
募
し
て
一
等

入
選
者
と
な
っ
て
気
を
吐
い
て
い
る
。
彼
は
そ
の
な
か
で
「
日
本
の
伝
統
的
生
活

内
容
の
根
本
精
神
を
基
調
と
し
将
来
の
時
代
文
化
を
融
和
し
た
る
生
活
に
適
す
る

住
居
の
実
態
に
向
っ
て
進
み
、
恵
ま
れ
た
る
自
然
に
親
し
む
べ
き
努
力
を
払
う
べ

き
」
と
目
標
を
か
か
げ
、「
住
宅
問
題
の
解
決
は
、
大
都
市
の
限
り
な
い
膨
張
を
防

ぐ
た
め
、
分
散
主
義
を
奨
励
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
し
た
。
当
時
の
我
が
国
は
、

都
市
の
平
板
的
に
拡
張
を
続
け
る
こ
と
に
危
機
感
が
あ
り
、
大
都
市
近
郊
の
ス
プ

ロ
ー
ル
化
は
、
都
市
計
画
上
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
分
散
主
義
か
集
中

主
義
か
が
論
争
を
生
ん
で
い
た
。

加
藤
は
“
建
築
と
社
会
”
誌
上
に
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
度
々
論
考
を
寄
せ
、
自
か

ら
の
主
張
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
例
示
す
る
と
、

「
都
市
計
画
と
建
築
家
」

大
正
一
三
年
四
月
号

「
郊
外
地
の
土
地
区
劃
整
理
に
就
い
て
」

大
正
一
三
年
一
二
月
号

「
建
築
線
の
言
い
草
」

大
正
一
四
年
三
月
号

「
都
市
計
画
施
行
都
市
と
其
区
域
問
題
」

大
正
一
四
年
八
月
号

「
工
業
地
域
内
特
別
地
区
の
こ
と
」

大
正
一
五
年
一
二
月
号

「
更
新
の
途
上
に
あ
る
都
市
の
建
設
物
に
就
い
て
」

昭
和
二
年
八
月
号

「
公
園
に
於
け
る
建
築
的
施
設
」

昭
和
二
年
一
〇
月
号

「
我
国
に
於
け
る
都
市
計
画
の
現
勢
」（
1
）

昭
和
四
年
七
月
号

「
都
市
と
学
校
計
画
」

昭
和
五
年
二
月
号


